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研究成果の概要（和文）： 
 
電子カルテが急速に普及しつつある現在，電子カルテ文章からの情報抽出技術が待ち望ま
れている．しかし，カルテ文章は自然言語で記述されるため，現状では扱いが困難である．
本プロジェクトでは，カルテに特化した情報抽出システムの開発を目指す．また，同時に
研究利用可能な模擬カルテデータの構築も行い，研究材料として利用可能にする． 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
With the rapidly growing use of electronic health records, the possibility of large-scale 
clinical information extraction has drawn much attention. It is not, however, easy to 
extract information because these reports are written in natural language. To address 
this problem, this project aimed to develop an information extraction system that 
handles medical records. We also develop a dummy text data, which could be a helpful 
material for the future studies. 
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１．研究開始当初の背景 
 
平成 13 年度に政府が発表した「保健医療分
野の情報化にむけてのグランドデザイン」に
て，電子カルテシステムの普及が課題の一つ
として掲げられた．以降，急速に電子カルテ
が普及し，その結果，大量の臨床データが電
子化された状態でストックされつつある．こ

のデータを利用できれば，過去類をみない大
規模な統計的な臨床研究が実現可能であり，
大きな期待がよせられている．しかし，カル
テ中の一部の情報は自然言語で記述されて
おり，データをフルに利用するためには，自
然言語処理技術が必須となる． 
 
２．研究の目的 
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本研究ではカルテの一種である退院サマリ
ー（退院時に記述される患者の経過をまとめ
た文書）を対象とし，そこから患者情報を抽
出することを目標とする 
 
３．研究の方法 
本提案の目的は，従来とは異なる性質（非文
法的・断片化）をもつカルテ文章から「いつ
何が起こったのか」という情報を抽出するこ
とであり，このために，まず，ダミーのカル
テ文章を作成し（STEP1），次に情報抽出対象
となる表現（「いつ（時間）」と「何が」（事
象））のアノテーションを行い（STEP2），最
後に，複数手法をハイブリッドした提案手法
を研究／開発し，実験／考察を行う（STEP3）． 
 
 
４．研究成果 
 
ダミーのカルテ文章を作成を行った．可能な
限り，現実的なデータが望ましいため，これ
は疾患の分布を実際のデータに基づき行っ
た． カルテ文章には，既往歴，現病歴など
いくつかのセクションが存在するのが一般
的であるが，これらすべてを記述するのでは
なく，検索要求が高いと考えられる現病歴
（患者の過去の病歴）のみを対象とした．  
  また，次に，作成したカルテ文章に対して
アノテーションを行った．カルテデータ中に
不要な情報は記述されないと考えられるた
め，あらゆる事象表現（サ変名詞，動詞）と
時間表現のアノテーションを行い，事象表現
が疾患を含む場合は，その正式な病名（標準
病名），時間表現については正規化した値(”
1996-10-31”など)を付与した． 現在，これ
らの公開準備を進めている最中である． 
  また，これらを検索するシステムを構築し，
日本内科学会や日本循環器学会に提供を行
っている． 
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